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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年3月22日(2012.3.22)

【公開番号】特開2010-77024(P2010-77024A)
【公開日】平成22年4月8日(2010.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-014
【出願番号】特願2009-292159(P2009-292159)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  90/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｂ   1/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/02    １０１Ｆ
   Ｂ６５Ｄ  90/00    　　　Ｈ
   Ｂ６５Ｂ   1/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月1日(2012.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（ａ）と（ｂ）を特徴とする、別の容器（１０）の他の弁（３２）に連結可能な
弁（３１）を有する、カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）を別の容器（１０）から移して充
填するための容器（２０）：
（ａ）上記の弁（３１、３２）はバタフライ弁タイプの二重弁装置を形成し、各弁（３１
、３２）は容器（２０、２１）に取付られた時に互いに独立して密封して閉じられ、
（ｂ）カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）が別の容器（１０）から移される時に、上記の弁
（３１）の外側表面と上記の弁（３１）が連結された上記の他の弁（３２）の外側表面と
は互いに密着当接し、直径方向（Ｂ－Ｂ）に回動可能なシャッター（３４、３５）を形成
し、上記の２つの外側表面がカーボンナノチューブ（ＣＮＴ）で汚染されない。
【請求項２】
　上記の弁（３１）が開口制御装置を有する弁であり、この開口制御装置は上記２つの弁
が互いに連結されていない時にはロックされる請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　上記の２つの容器（２０、２１）がカーボンナノチューブ（ＣＮＴ）の輸送コンテナで
ある請求項１または２に記載の容器。
【請求項４】
　一方の容器が貯蔵ホッパー（１０３または１０６）であり、他方の容器がコンテナー（
２００）である請求項１または２に記載の容器。
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